
中学校入門期に効果的に接続する

小学校高学年英語の試案

荒 木 秀 二

要 旨

文科省の調査では，すでに全国９割以上の公立小学校において，何らかの形で「英語活動」

と呼ばれる指導が行われているが，その実態は実に多様である。こうした状況の中で，中央教

育審議会の外国語専門部会は昨年３月，「小学校５年からの英語教育の必修化」を提言し間もな

く始まる新学習指導要領においては，この方向で今後全国の小学校において「外国語活動」と

呼ばれる（仮称）必修授業が展開されようとしている。本稿では，ここで改めて今後の小学校

英語教育のより望ましいあり方，特に，子どもにとってより効果的な英語学習の継続性を確保

するという観点から，小５～６年から中学校入門期にかけての指導の在り方について，新たな

角度からの一試案を提供するものである。

Ⅰ 中学校外国語科の目標

１ 学習指導要領改訂の流れ

1947(昭和22)年の学校教育法施行に始まるわが国の中学校学習指導要領（外国語）の流れの中で，

特に，その目標の変遷を見ると，近年の改訂を通して，「コミュニケーション」なるキーワードを軸と

して，以下のように，それまでの流れの中にはなかった一つの変化が見られる。

昭和53年改訂

外国語を理解し，外国語で表現する基礎的な能力を養うとともに，言語や文化に対する関心を

深め，外国の人々の生活やものの見方などについて基礎的な理解を得させる。

平成元年改訂

外国語を理解し，外国語で表現する基礎的な能力を養い，外国語で積極的にコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度を育てるとともに，言語や文化に対する関心を深め，国際理解の基礎を培

う。（下線は筆者）

・目標文の中に，「コミュニケーション」というカタカナ語がはじめて使われた。

・小中学校の全教科を通して，「関心・意欲・態度」の学力観（評価の観点）が重要視された。

平成10年改訂（現行）
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外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとす

る態度の育成を図り，聞くことや話すことなどの実践的コミュニケーション能力の基礎を養う。

・中学校では，特に，生活に密着した場面での「聞くこと・話すこと」の指導を重視。

・目標文の中に，「コミュニケーション」が，態度と能力の両面から使われた。

２ 「目標」と「内容」の把握

上記近年の三次に亘る目標文に共通な内容要素として，次の四つの観点が挙げられる。

Ａ 関心・意欲・態度 表現の能力（技能：話すこと・書くこと）

理解の能力（技能：聞くこと・読むこと） 言語・文化に関する知識・理解

中学校英語科の「内容」とは，上記のＡ,Ｂ,Ｃ,Ｄに関わる具体的な指導内容であり，そのうち特に，

太字で示したＢ,Ｃ,Ｄについては，中学校学習指導要領に具体的な「指導事項」として明示されてお

り，これらが中学校英語の基礎・基本ともいうべき「内容」である。従って，これらは指導の結果と

しての学習成果を表す「評価」のための四観点として，今日，広く行われている「目標に準拠した評

価」の根拠ともなっている。

ところで，小・中の英語教育の関連について考える際，この「目標」と「内容」について次のよう

な留意すべき点がある。それは，小学校「英語活動」に関わるねらいなどの説明において，現在の不

十分な諸条件（指導者や指導時間等）下の中では，「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」（Ａ）＞

英語の基礎・基本(Ｂ,Ｃ，Ｄ)という図式で語られるのもある程度はやむを得ない。とは言え，子ども

たちにとっては，そこから先，中，高，大と続く英語学習の流れの中で，かれらの学習内容の継続性

を確保するという観点から見て，小英→中英への接続に曖昧な把握をもたらす要因になってはいない

かと危惧されるのである。

Ⅱ 新学習指導要領へ向けて

１ 現状と課題

昨年８月29日，中教審の教育課程部会に報告された「外国語科の現状と課題，改善の方向性」と題

する中学校部分の検討素案によると，直近の教育課程実施状況調査（全国学力調査）を受けた今後の

課題として，

① 基本的な語彙や文構造などが十分身についていない。（下線は筆者）

② 書くことが良好ではなく，とくに内容にまとまりのある一貫した文章を書く力が十分身について

いない。

③ 聞いたことに対して応答するなどの表現する力が十分身についていない。

などが指摘されている。
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２ 内容として「言語・文化」の新設へ

これを受けた今後の改善の方向性のうち，中学校においては，学習指導要領の内容として「言語・

文化」を新設し，自国や郷土について理解を深め，英語で積極的に発信したり異文化理解を進めたり

するとともに，その活動の基礎力となる語彙や文構造の定着に向けた学習にも重点を置く。これによ

り，小学校段階での英語教育（音声中心）を素地として中学校においては，四技能に亘るコミュニケー

ションへの基礎力の向上を図るとともに，高等学校においては，中学校までの基礎・基本の定着を踏

まえ，コンテンツ重視という考え方の下で，コンテンツに応じた言語や文化の学習を進めるべきであ

ることが打ち出されている。

３ 今後の指導への示唆

筆者はこの動きを，今後の中学校英語科指導のあり方への一つの有効な示唆として次のように受け

止めている。即ち，前記「学習指導要領改訂の流れ」で示したように，ここ２０年余に亘る中学校英

語科教育は，週３時間という授業時間削減の悪環境とは裏腹に，「目標」という理念・理想においては，

「コミュニケーション志向」（或いは偏重？）の英語教育が，まず英語学習における基礎・基本を身に

つけるべき中学生に対しても大きく課されてきたことの反作用ではないかと受け止めている。即ち，

Ⅰ－２に上げた「目標の四観点」のＤ「言語・文化に関する知識・理解」に関わる指導のうち，こと

ばの仕組み language usage たる「言語材料」の指導―文法そのものの指導ではなく，内容の伴う

音声中心の指導の量，取り分け，日本語と英語の大きな違いである英語の「基本的な音声や文構造」

に関わる指導が絶対的に不足してきた結果であることを指摘したい。その意味で，今回の専門部会に

よる「言語・文化」の新設提案は，全国の学力調査の結果から正直に導き出された課題であるだけに，

わが国におけるこれまでの中学校英語科の内容構成上の一つの欠陥を補うものとして大いに賛成であ

る。学習指導要領「内容」の両輪として，「言語活動」とともに細部にわたって具体的に示されている

「言語材料」についても，（昭和40年代の「学習活動」に立ち戻る意味ではなく），より実践的な手法

による指導やカリキュラムの開発が求められるのである。

Ⅲ 小中英語の接続を視野に入れた小学校「英語活動」見直しの視点

１ 「英会話」の体験学習は英語のコミュニケーション能力育成に繫がるか

小学校の英語教育に熱心なある指導者が，ある小学校の高学年に“買い物ゲーム”の指導を行った

後，それに参加した一児童から，「先生，日本の中で英語で買い物するわけでもないから，日本語でい

いよ。」と言われたことがある，とある本で述懐していられた。たしかに，小学生が「道案内」の英会

話表現を体験したからといって，実際に，道路で外国人に英語で道を尋ねられ，それに応答するよう

な機会があるとは思えない。

現在行われている小学校の「英会話」は，国際理解の一環としての英語の体験学習である。その雰

囲気や気持ちを味わわせながら「コミュニケーションへの関心や意欲」を育てようとする活動である。

それ以上のことは求められていない。この限りにおいては，まだ不十分とはいえALTの導入や，子ど
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もたちをよく知る担任教師の涙ぐましい努力によって，相当の成果を挙げていると言われる。とは言

え，本来「英会話」とは「（英語の）日常会話」である。その中には，ある特定の場面にしか用いない

慣用表現や語句，短縮，簡略，省略等が多く含まれる。外国語の初学者にとっては云わば応用編であ

る。まして，対象としているのは小学生である。ALTを通して，「生の英語」に触れさせれば，敏感

な感覚で，それらを吸収していけるだろう。外国人にも物怖じせずに応答できるようになった，など，

小学校「英語活動」の成果は大きい，との声が聞こえてくる。が，これらがこの先，どう「英語のコ

ミュニケーション能力」の育成に繫がっていくのだろうか。確たる検証はなされてはいない。偶々，

筆者の目に留まった最近の情報の中には，意外にも，次のような調査結果さえ報告されている。即ち，

国立教育政策研究センターが，’05.11～12にかけて全国の国公私立中学３年生から無作為抽出により

行った調査によると，次のように，小学校の授業で英語を学習した経験がある生徒（80.7％）は経験

していない生徒（14.0％）より，すべての調査 Sectionにおいて低い正答率となったという結果である。

［小学校で学習した］ ［学習せず］

S1 81,0 84,0

S2 48,8 53,2

S3 65,5 74,3

S4 36,4 48,6 （正答率）

＜調査問題＞

S1：単語レベルでの発話ができるか，また，正しく発音できるか。

S2：３語から８語までの英文を２回聞かせ，数秒後に復唱する問題。

S3：パソコンに表示された絵に関連する英文の質問を２回聞き，それに合った応答をする。

S4：与えられたテーマについて，自分の考えなどを話す力を見る。

子どもたちの発達段階に即して，より適切な指導内容と指導方法を工夫し，基礎から継続的に無理

なく積み上げていくことがあらゆる教育活動の基本ではないのか。

２ 「英語のコミュニケーション能力」の本体は何か

小学校の「英語活動」を，単に「国際理解を深める」ためだけでなく，「英語のコミュニケーション

能力」を育成することに繫げるものであるとするならば，英語活動で目指す「コミュニケーション能

力」とは一体何か，についての共通理解が先ずなされなければならない。

鳥飼玖美子氏は最近の著書の中で，外国語学習における「コミュニケーション能力」の定義につい

て，Canale & Swainの定義を用いて説明している。即ち，Communicative competence（コミュニ

ケーション能力）として大きく 1.Grammatical competence 2.Sociolinguistic c.3.Dis-

course c.4.Strategic c.の４つの要素を挙げている。当然，１の「文法能力」がこれら４者の中核

であり，最も基本となるものである。ただし，氏は，「文法といっても，音声，語彙から単語や文章の
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組み立て方まで入る，いわば『ひとつのことばについての知識』です。」と述べている。

このことに似た別の意見として，金谷 憲氏も「英語の特性として，マクロストラクチャーといわ

れる「主語」＋「動詞」の文構造は，英語の「音声」と共に第一の基礎・基本である。」という趣旨の

ことを述べている。しかし，この「文法」乃至は「文構造」と言うものを，十把一絡げにして，これ

までの中高英語教育不振（？）の元凶のように扱ったり，「文法を入れたら，中学校入学前に英語ぎら

いを作るだけ。」などの一方的な決め付けによって，「小学校英語は中学校英語の前倒しではなく。」と

いった暗黙の原則のようなものを広め，これまでの小学校英語に関わる議論の場からこの「コミュニ

ケーション能力」育成上の第一要素を欠いてきた嫌いはなかったか。内容の問題と指導法の良否の問

題を混同したこの種の大雑把で曖昧な議論がまだ少なくない。

３ 小５，６年の児童は英語学習に何を求めているか

子どもの発達段階に応じた効果的なカリキュラム開発の必要性について，川崎市立宮前平小学校５，

６年と同中学校１年の連携研究（両校は同一敷地内に位置）が貴重な示唆を与えている。

即ち，小学校の全学年と中１の子どもたちを対象に，同一質問による「英語活動（学習）に関する

意識調査」を実施したが，そのQ1：［英語活動（授業）は楽しいですか。］に対する回答は表１の通

りとなり，次のような傾向が現れた。

傾向：小学校の学年が進むにつれて「はい」が減っていき，小６では44％（最低）にな

る。ところが，中１になると「はい」が66％に増加した。

そこで，小６と中１との授業内容の差はどこにあるのかについて検討した結果，

共通点：できるだけ英語を使い，子どもたちにも英語を使う場面を与えながら指導している。

相違点：中１では，①文字の使用 ②ある程度文構造を理解させてから，自分の言いたいことを表

Ｑ１．英語の活動（授業）は楽しいですか？

→はい・どちらともいえない・いいえ

（Ｑ１のデータ結果） 表１

中１

０％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

６年

５年

４年

３年

２年

１年

はい どちらでもない いいえ
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現させている。

この「ある程度思考活動の伴う学習」から「できた。」「分かった。」という達成感が生まれる。

この傾向は，Q2：「どんなことが楽しいと思いますか。」の回答（自由記述）として，

小５，６：「英語が分からなくても楽しい。」「ゲームそのものが楽しい。」

中１ ：「伝ようとすることが相手に伝わった時が楽しい。」「楽しく学んだ上で英語を覚える

ことができる。」

などの児童生徒のコメントからも同様に読み取ることができる。

上記の実践研究は，ある小・中学校の一事例であるとは言え，小学校高学年～中１という小―中英

語の接続点における児童の実態として，

小５，６の英語活動において児童は，発音や文構造など英語学習に対する知的好奇心

を満たす程度の思考過程を伴う内容を求めている。

ものと受け止めることができる。

換言すれば，子どもの発達段階（学年）によって，英語学習に対する「楽しさ」の質も変わ

ってくることを再認識しておく必要がある。

Ⅳ 発達段階に即した小～中９年間の英語カリキュラムを

１ 小５～６向け中英への「ブリッジ学習」を導入する

小学校低～中学年で現在広く行われているいわゆる「英語活動」の利点を大いに生かしながら，中

学校入門期への接続点にあたる小５～６年の中に，それまでの「英語活動」のおさらいと中学校英語

への「‘橋渡し’学習」を導入し，英語の基礎的な発音や文構造に慣れる活動を組み込みたい。この指導

法の効果的な導入により，現在，とくに高学年の指導において，一種閉塞状態に陥っていると思われ

る小学校「英語活動」を，中学校入門期の指導に円滑に接続する上で，次のような幾つかのメリット

が期待できる。（表２参照）

① 英語の基礎的な音声と文構造を系統的・実践的に学ばせる教材，指導法としてHarold E.

Palmerの『English Through Actions』を土台として編成された 『The First Six Weeks of
 

English』の教材を生かした効果的な指導を工夫する。

② 小英～中英の英語教育を一貫的に捉え，小５～６から，児童の興味・関心に配慮しながらこの指

導法を導入することにより，現行の中学校英語の言語活動から，入門期以降の「聞くこと・話す

こと」の一部の活動を減じることが可能で，その分を「読むこと」及び「書くこと」の言語活動

の指導に充て，従来から不足がちであった「まとまりのある文章を読むことや，書くこと」等，

この領域の学習の拡大・充実をめざすことができる。

③ 地域，学校の事情により，小学校５～６年の時期にこの指導法の導入が不可能な場合は，中学校

新学習指導要領に導入される可能性の高い「言語・文化」の授業枠を利用して，中学校１年の入
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表
２
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門期にこの指導法を活用することも可能である。

２ 指導者についての特別な配慮を要する

なお，この計画には，指導者についての配慮が不可欠である。その確保のためには，小学校英語の

専科教員や，この面からの実技研修を経た担任教諭等を充てるほか，地域の小中（高）連携による中

（高）英語教員の出張指導なども工夫されることが望ましい。この際には，中高教員の時間措置や，

平成14年の免許法改正による小中（高）教員の学校種間異動を円滑にするなど，行政サイドの強力な

バックアップが欠かせない。

Ⅴ 「日常会話」から「定型会話」(Conventional Conversation)へ

１ 「定型会話」の特徴

Oral Method で知られる Harold E.Palmer は『English Through Actions』を通して，英語の

基礎的な発音および文構造を体系的に且つ実践的に無理なく身に付けさせる文型練習の方法を提唱し

ている。「定型会話」とは，いわゆる「日常会話」とは全く異なるもので，基礎的な文型を英問英答

（question-answering）の形式で練習し習熟させていくことをめざす教材と指導法である。Palmerは

この教材の利点及び活用法について次の点を挙げている。

⑴ 定型会話で扱われる対話(dialog)は，ある一定のきまり(convention)に従って行われるもので，

基礎的な言語習慣(speech habit)の形成を助長促進することを目的とする。

⑵ 日常会話は教室で教えることがむずかしく，しかも成功することが少ないのに対し，定型会話

は教室向きであり，成功率が極めて高い。

⑶ 教師の問いに対する生徒の答えは，質問を正確に聞いたかどうかを示すため，常に質問の文型

と同じ形で答える。たとえば，How many books are there on the table?の答えは，

There are twelve books on it.あるいは There are twelve on it.であって Twelve.や

I see twelve books on it.などの答えは認めない。

⑷ 生徒が教師の英問に答える際，質問の文にある名詞を適当な代名詞に変え，質問文の名詞をす

べてそのまま復唱する必要はない。たとえば，Where is the book?に対する答えは，It’s on the
 

desk.であって The book’s on the desk.とする必要はない。

⑸ 既習の語，文法事項などを使うときは，生徒の知識，経験の範囲を超えないものとする。

２ 基本文型の練習―The First Six Weeks of English(H.E.Palmer)の効果的な活用

言語習得の自然法則に拠って周到に組織された（中学校）開本前指導『The First Six Weeks of
 

English』の効果的な活用を薦めたい。一般的に週５時間の授業時数の下で行われていた戦前の英語教

育界に導入された Palmer の Oral Methodによる指導法である。

現在一般的になっている communicativeな指導では，入門期であっても，例えば，袋に何か物を入

れて教師がWhat’s this?と聞くと，応答の文は（It’s）A box.のように It’s の部分が省略されるこ
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とが多い。（教師はそれで可とする。）生徒たちは，教室での新出文の練習がこのようであるから，そ

の後の言語活動においても，英文の構成としては最も基本となる「S＋V」の部分を略して言う習慣が

身についてしまう。こうした生徒は，大学生になっても，例えば，教師が What time did you get
 

up this morning?と投げかけてみても，答えはほとんど Seven.とか Eight.であり，せめて At
 

seven.か ましてや I got up at seven.などが返ってくることはほとんど望めないのが普通であ

る。（コミュニカティブに指導しているから，ではなく練習が足りないから「S＋V」が出てこない。）

こうした生徒や学生に，「昨日の出来事」などのテーマでまとまりのある文章を書く（話す）課題を与

えても，ある程度でも正しい英文を求めることは容易ではないのである。

一方，Palmerの Conventional Conversation方式に基づく本教材の指導では，先述したように，教

師の質問を正確に聞いたかどうかを示すために，応答文も質問の文型に基づいて「主語＋動詞」から

言う。こうした一定の約束：ことばの使い方の基本的なルールに従って，ごく短い基本文を，物や動

作（actions）で示しながら興味深く展開することができる。「答えの文では質問文にある名詞は，itな

どの代名詞にする（約束）。」など最小限のルール説明以外は文法の説明などは全くしない。

以下，詳細については，指導例として表３，表４に示すとおりである。
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